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美祢市立秋吉台科学博物館学芸員 藤川 将之（左）　石田 麻里（右）

取材先

ー秋吉台、そして秋芳洞とはどのような場所なのか、教え
てください。
藤川さん：秋吉台は1955年に国定公園、1964年に特別
天然記念物に指定された場所です。ラムサール条約登録
湿地でもあり、美祢市全体が日本ジオパークに登録されて
います。
　秋吉台の魅力は、日本に数少なくなってしまった草原環境
の中に凸凹した地形や白い石が並ぶ「奇観」と、溶けた石灰
分がもう一度固まって何万年という時間をかけて形成された
鍾乳石が洞窟の至るところに見られることです。

　洞窟と草原は地下水を
通じて一体の環境を形成し
ています。
　これらは地球の歴史を記
録し続けていて、今でも変
化を続けているんです。数
十億年の地球の歴史がこ
こにあり、それが未来を予
測するカギにもなります。
　また、100年以上前から
科学的な研究調査のフィー
ルドとして扱われてきまし
た。最初に地質学・地形学の学会誌に報告が掲載されたのが
1903年で、以来、生物学、環境学、考古学、歴史学など、様々
な学問分野の研究が続いています。

ー秋吉台と秋芳洞は、地下水を通じて一体の環境を形成
していることについて詳しく教えてください。
藤川さん：石灰岩は炭酸カルシウムを主成分とし、生物の遺
骸が海底で堆積して形成されたものです。特徴的なのは「酸
に溶ける」性質で、雨や土壌水との反応により、石にすり鉢状
の穴ができたり、凸凹の多い地形が形成されたりします。地
下水路はアリの巣のように複雑に発達し、453ある洞窟すべ

てが地表とつながっています。この地域では毎年のように新
しい洞窟が発見されています。

ー秋吉台科学博物館の活動概要をお聞かせください。
藤川さん：1959年に創立され、秋吉台の学術的価値を研究・
発信してきました。観光客向けの展示や観察会など、教育活
動を継続しています。

ー気候変動の影響で、秋吉台または秋芳洞について、近
い将来懸念されることはありますか？
藤川さん：カルストの特性上、水を涵養させる能力がほとん

どないといわれており、大雨による洪水や干ばつのリスクが
あります。大雨時の排水不良や、土壌保水力の低下、土壌流
出や陥没、洞窟内の崩落などが懸念されます。
　また、気温上昇、日射量の増減や寒暖差が大きくなること
により、300年以上続いてきた里山や草原環境の維持が難し
くなる可能性があり、外来種に置き換わったり、荒地化したり
する恐れがあります。

ーこのあたりはどのような植生で、どんな動物や昆虫が
集まってくるのでしょうか？
石田さん：秋吉台の草原は半自然草地と呼ばれ、採草や山焼
きなど人々の手が加わることで維持されてきた草原で、ネザ
サやススキを中心として様々な種類の植物が生育していま
す。草原環境は、この100年ほどの間に全国的に減少してし
まったため、草原性の動植物の中には絶滅が危惧されている
ものもたくさんいます。ある草原性のチョウは、かつては広い

範囲に分布していました
が、今では本州では秋吉
台でしか見られないと言われています。草原環境に生息・
生育する動植物にとっては、秋吉台は貴重な場所になって
います。また、夏でも洞窟から冷たい空気が出てくるため、
洞口付近の冷涼な環境に生育する希少な植物は、特に気
候変動の影響を受ける可能性があります。

ーこれからの気候変動を踏まえて、適応策として有効
だと思うことはありますか？
藤川さん：危険性や将来予測の認識を広めるための教育
活動が重要です。地元小学生から地域住民まで、幅広い層
に情報を発信しています。
　博物館のみで全てを認識して解決に導くことは難しいで
すが、現状把握と学術情報の蓄積を続け、それを発信して
いくことが我々の役割です。実行には国や自治体、大学な
どの協力が必要不可欠です。
石田さん：博物館の重要な機能の一つとして、「資料収集保
存」があります。自然史、歴史、考古など幅広い分野にわた
る博物館資料は、当時の気候、自然現象、社会構造等様々
な情報を包含しています。
　気候変動の情報を正しく認識し、対応するためには、地
域の過去と現在を比較し、変化を把握して対策を立てる必
要があります。
　博物館施設における資料収集保存機能は、この地域の
「今」を記録・収集、保存することで未来の世界に資すると

いう点で、社会的に重要な役割を持っていると考えます。
　創立から６０年を経て多数の資料が蓄積されており、膨
大な時間はかかりますが、適切な整理、管理をしていきた
いと思います。

ー観光客が近年増えてきており、いわゆるオーバー
ツーリズムのような問題や懸念点もあると思います。この
場所を守っていくために大事だと感じていることや、今後
の展望について教えていただけますか？
藤川さん：秋吉台は、「大事な自然だから、人が入らないよ
うにしましょう」というだけの場所ではないと思っています。
　適切な利用を促し、現状をできるだけキープすることが
望ましいです。博物館の役割は、科学的な情報を蓄積し、発
信することだと考えます。
　地元の小学校の総合学習では、秋吉台の自然科学だけ
でなく、地域の歴史・文化を総合的に学ぶ取り組みが、10
年以上続いています。小学生が自分たちで観光ガイドをす
る時間もあります。また、各種社会教育団体でも秋吉台に
関する様々なテーマで講演が行われています。観光客の方
にもこのような思いが都度届くシステムを築くことが今後
の課題です。
石田さん：トレイルランニングなどのイベントによる草原や
環境への影響をモニタリングし、コースの検討や植生の回
復対策をしています。
　秋吉台を活用し、魅力を発信していくことは、秋吉台に興
味をもってもらい、適切な保全を続けていくためにも大切
なことです。秋吉台を多角的に視て影響と対策を考えられ
る柔軟な関係性を構築することが今後の課題です。

▲早朝の秋吉台では、雲海が見られることも。 ▲秋吉台科学博物館
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▲高さ15m、直径4mある鍾乳石「黄金柱」
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山口県では、「2050ゼロカーボン・チャレンジ～ぶちエコやまぐち県民運動」により、
様々な地球温暖化対策を推進しています。

山口県の「気候変動」及び「気候変動適応策」に関する
情報を収集・発信しているプラットフォームです。気
温・降水量に関するこれまでの推移や2100年までの
将来予測など様々なコンテンツを閲覧できます。

日々の暮らしの中で自身のCO₂排出
量を『知って』、エコな暮らしについて
『学んで』、暮らしの中で『実践する』こ
とを目的としたアプリを配信していま
す。アプリ内の様々なコンテンツを利
用するとエコポイントを貯めることが
できます。

気候変動に関する日頃の気づき、変化を投稿し共有できるコンテンツで
す。身の回りで起きている環境の変化や気づきを収集・蓄積することで、気
候変動影響の実態把握に役立てることを目的としています。

エコポイントを貯めると抽選で
景品獲得のチャンス！

「これって気候変動？みんなで調査！」
への投稿もエコポイントの対象で
す。アプリを使って『ぶちエコ』なライ
フスタイルを実践しよう！

ダウンロードはこちら

Webアプリ

詳しくはこちら

2024年10月6日
自然生態系に関する投稿

今年の彼岸花は
お彼岸過ぎてから
咲き始めたような？
まだ咲いています。

2024年11月21日    
農林水産業に
関する投稿

年 カ々ラフルな
魚が増えて
きました。

iOS版 Android版
例えばこんな投稿！

身近な場所の
情報を調べて
みるっちゃ！
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　創立から６０年を経て多数の資料が蓄積されており、膨
大な時間はかかりますが、適切な整理、管理をしていきた
いと思います。

ー観光客が近年増えてきており、いわゆるオーバー
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場所を守っていくために大事だと感じていることや、今後
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うにしましょう」というだけの場所ではないと思っています。
　適切な利用を促し、現状をできるだけキープすることが
望ましいです。博物館の役割は、科学的な情報を蓄積し、発
信することだと考えます。
　地元の小学校の総合学習では、秋吉台の自然科学だけ
でなく、地域の歴史・文化を総合的に学ぶ取り組みが、10
年以上続いています。小学生が自分たちで観光ガイドをす
る時間もあります。また、各種社会教育団体でも秋吉台に
関する様々なテーマで講演が行われています。観光客の方
にもこのような思いが都度届くシステムを築くことが今後
の課題です。
石田さん：トレイルランニングなどのイベントによる草原や
環境への影響をモニタリングし、コースの検討や植生の回
復対策をしています。
　秋吉台を活用し、魅力を発信していくことは、秋吉台に興
味をもってもらい、適切な保全を続けていくためにも大切
なことです。秋吉台を多角的に視て影響と対策を考えられ
る柔軟な関係性を構築することが今後の課題です。

▲科学博物館には秋吉台に関する学びが深まる展示がたくさん。▲科学博物館には秋吉台に関する学びが深まる展示がたくさん。

現 状を理解してもらうために、広く学習の機会を作る

▲
生物学専門の石田さん

　　 地質学専門の藤川さん

▲

秋芳洞は
夏は涼しく、冬は暖かい。
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